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ブルキナファソ月報（２０２６年５月） 

主な出来事 

 

【内政】 

⚫ ６日：国民立法議会（ＡＬＰ）は、新労働法案を全会一致で可決し、有期

雇用契約更新回数制限、テレワーク制度導入、外国人労働者雇用規制強

化、解雇補償引上げ等を含む労働制度改革を承認した。 

⚫ ２７日：トラオレ大統領はタバスキ礼拝後、治安部隊の活動を称賛する

とともに、国民に対し社会的平和構築への責任を呼びかけ、国家の敵に

よる不安定化行為には厳しく対処する姿勢を示した。 

 

【外政】 

⚫ １３日：閣議にて、ブルキナファソ政府はティクム・ンジョヤ（Tikum 

NJOYA）氏を、ブルキナファソにおける国連システム常駐調整官として承

認した。 

⚫ ２５日：トラオレ大統領は、ＥＣＯＷＡＳのクヤテ対ＡＥＳ首席交渉役

と会談し、安全保障及び地域安定化に関する協議を行うとともに、ＡＥ

ＳとＥＣＯＷＡＳの協力維持及び人の往来継続の重要性を確認した。 

 

【経済（含む経済協力）】 

⚫ ８日：ブルキナファソ政府は、国内市場への家畜供給確保を目的として、

全国で家畜輸出を無期限停止するとともに、特別輸出許可の発給停止及

び違反者への制裁措置を発表した。 

⚫ ２１日：閣議にて、鉱物資源の超過収益を原資とする鉱業主権基金「シ

ニアン・シギ基金」創設の政令を採択した旨報告された。 



20260400【平】月報（２０２６年５月）【在ブルキナファソ大：５年：廃棄】 

  

【治安】 

⚫ ２６日：人民立法議会（ＡＬＰ）が「軍事予備役の法的地位を定める法

律」を全会一致で採択した。 

 

【日本との関係】 

⚫ １２日：長島大使は、国連薬物犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）が主催する「暴

力的過激主義防止と国家安全保障の諸側面の関連性に関する地域ワーク

ショップ」の開会式に参加した。 
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【内政】 

⚫ ５日：ブルキナファソ通信最高評議会が当国において TV5 Mondeの放送停止

を決定した。 

⚫ ６日：人民立法議会（ＡＬＰ）は、新労働法案を全会一致で可決し、有期雇

用契約更新回数制限、テレワーク制度導入、外国人労働者雇用規制強化、解

雇補償引上げ等を含む労働制度改革を承認した。 

⚫ ８日：ナカナボ経済・財務大臣は人民立法議会（ＡＬＰ）に対し、２０２６

～２０３０年国家開発計画「RELANCE」を説明し、治安回復、食料主権、人

材育成及び工業化を柱に、５万人超の治安部隊員、６万人のＶＤＰ及び１０

万人超の予備役動員等を通じた国家再建方針を示した。 

⚫ １２日：国民立法議会（ＡＬＰ）は、ＡＥＳにおける外交、開発、防衛・安

全保障及び議会運営に関する４つの追加議定書の批准を承認し、加盟国間の

外交調整、共同開発及び統合防衛体制強化に向けた枠組整備を進めた。 

⚫ １８日：ウエドラオゴ首相は退職外交官協会（ＡＢＦ）代表団と会談し、元

大使らは、国家主権重視の新たな外交方針やＡＥＳ共通外交推進を支持する

とともに、自らの外交経験を国家発展及び戦略的連携強化に活用する意向を

表明した。 

⚫ ２０日：バヤラ司法・人権大臣は、伝統的・慣習的な紛争解決制度を公式に

制度化する Faso Bu-Kaooré に基づく伝統的紛争解決機関の運用開始に向け

た協議会を開催し、慣習的司法を通じた社会的結束強化及び国家司法負担軽

減を目指す方針を示した。 

⚫ ２０日：家族・連帯省はボボ・デュラッソ市内の複数の支援施設における活

動成果を紹介し、障害者、国内避難民及び路上生活者等に対する職業訓練や

社会復帰支援を通じた社会的包摂及び自立促進を進めていると強調した。 

⚫ ２２日：トラオレ人民奉仕大臣は、新労働法の主要改正点として、有期雇用

契約更新制限、テレワーク制度導入、不当解雇補償引上げ及び外国人労働者

雇用規制強化等を説明した。 

⚫ ２２日：ファダ・ングルマ控訴裁判所は、汚職、資金洗浄及び保護証人情報

漏えい等で起訴されていた判事、税関職員及び弁護士らに対する控訴審判決

を下し、一部被告の有罪判決及び刑罰を維持・修正する一方、弁護士１名に

対する手続無効を認定した。 

⚫ ２２日：サナ治安大臣はボボ・デュラッソ郊外のクア保護林を視察し、森林

地帯を治安強化、環境保全及び地域経済振興を両立する開発拠点として活用

する方針を示した。 

⚫ ２７日：トラオレ大統領はタバスキ礼拝後、治安部隊の活動を称賛するとと

もに、国民に対し社会的平和構築への責任を呼びかけ、国家の敵による不安
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定化行為には厳しく対処する姿勢を示した。 

 

【外政】 

⚫ ４日：ＥＵはワガドゥグにおいて「欧州週間」を開幕し、当地ＥＵ代大使は、

各種行事を通じてブルキナファソとのパートナーシップの可視化とＥＵの

基本的価値の促進を図ると表明した。 

⚫ ５日：ウエドラオゴ首相は当地ＵＮＤＰ常駐代表と会談し、ブルキナファソ

政府は、国家主権尊重の下で国家優先課題に沿った協力及び開発・人道分野

団体の活動管理強化を重視する姿勢を示した。 

⚫ ５日：当地ＥＵ代大使率いる代表団は、オンラインメディア「Lefaso.net」

を訪問し、欧州の日やＥＵ・ブルキナファソ関係等について意見交換を行っ

た。 

⚫ ６日：トラオレ大統領はソマリア連邦共和国のアブドゥラヒ・シェイク・イ

スマイル内務・治安大臣と会談し、テロ対策分野における訓練、情報共有及

び治安機関間協力強化について協議した。 

⚫ ８日：ワガドゥグで開催された欧州の日記念式典において、トラオレ外務大

臣及び当地ＥＵ大使は、６７年にわたるＥＵ・ブルキナファソ協力の成果を

確認するとともに、相互尊重に基づく均衡あるパートナーシップ強化の重要

性を強調した。 

⚫ １１日：トラオレ外務大臣は当地インド大使と会談し、同月末にニューデリ

ーで開催予定の第４回インド・アフリカ首脳会合への招待を受けるとともに、

二国間協力強化について協議した。 

⚫ １２日：家族・連帯省は、ベルギー大使館及びＥＮＡＢＥＬと共催で、ジェ

ンダーに基づく暴力（ＶＢＧ）被害者支援センターの運営モデルに関する意

見交換会を開催し、被害者支援体制の連携及び効果向上を協議した。 

⚫ １３日：閣議にて、ブルキナファソ政府はティクム・ンジョヤ（Tikum NJOYA）

氏を、ブルキナファソにおける国連システム常駐調整官として承認した。 

⚫ １８日：ナカナボ経済・財務大臣は、当地ＥＵ大使と会談し、ＥＵ資金支援

によるＯＫＤＧ軸（当館注：ワガドゥグ、クドゥグ、デドゥグ及びボボ・デ

ュラッソを結ぶ地域）安定化計画の実施に際し、ブルキナファソ政府主導を

優先するよう要請した。 

⚫ １９日：トラオレ外務大臣は、ＡＥＳ映画・映像連盟代表団と会談し、ＡＥ

Ｓ諸国の価値観や英雄像を反映した映像作品制作を通じた「スクリーンの脱

植民地化」及び文化外交強化への期待を表明した。 

⚫ １９日：トラオレ外務大臣は、ベネズエラ統一社会党（ＰＳＵＶ）代表団と

会談し、両国が共有する反帝国主義・反新植民地主義路線及び人民進歩革命
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（ＲＰＰ）を軸とした連帯と協力強化を確認した。 

⚫ ２０日：トラオレ外務大臣は、当地ドイツ大使と会談し、多国間主義に関す

る協力、国際機関における相互支持及び文化・農村開発分野を含む二国間協

力強化について協議した。 

⚫ ２３日：アフリカ・デー記念行事の一環として、在ブルキナファソ外交団は

ルンビラ水博物館を視察し、地下水探査体験や歴代給水設備見学を通じ、伝

統的知識の価値及び農村部における水問題への理解を深めた。 

⚫ ２４日：トラオレ外務大臣が当地米大使と会談を行い、両国間の経済関係の

進展等について意見交換を行った。 

⚫ ２５日：外務省及び外交団は「持続可能な飲料水及び安全な衛生システムの

確保」をテーマに第６３回アフリカ・デーを開催し、水インフラ投資及びア

フリカ統合強化の重要性を確認した。 

⚫ ２５日：トラオレ大統領は、ＥＣＯＷＡＳのクヤテ対ＡＥＳ首席交渉役と会

談し、安全保障及び地域安定化に関する協議を行うとともに、ＡＥＳとＥＣ

ＯＷＡＳの協力維持及び人の往来継続の重要性を確認した。 

⚫ ２６日：親政権団体 MPFA-BF代表団は、ベネズエラ大使館臨時代理大使と会

談し、両国の革命的連帯及び主権重視路線への相互支持を確認するとともに、

今後の協力可能性について意見交換を行った。 

 

【経済（含む経済協力）】 

⚫ ４日：トラオレ大統領は、ファソ・メボ庁に対し、タンヌニャン、ジョロ、

ナンド及びナカンベ各州の４つの新旅団の運用開始及び高速道路工事の加

速化を目的として、公共事業用車両・重機等計７７６台を引き渡した。 

⚫ ５日：ウエドラオゴ首相はＵＥＭＯＡ委員会代表団と会談し、ブルキナファ

ソが２０２５年の共同体改革・政策等の年次評価で８８．７％の高評価を得

たことが報告された。 

⚫ ８日：ブルキナファソ政府は、国内市場への家畜供給確保を目的として、全

国で家畜輸出を無期限停止するとともに、特別輸出許可の発給停止及び違反

者への制裁措置を発表した。 

⚫ １１日：ウエドラオゴ首相は、企業家ネットワーク「ＬＩＥＮ」の代表団と

会談し、同団体設立１０周年記念行事を通じた国内起業支援、企業育成及び

官民連携促進に向けた取組について説明を受けた。 

⚫ ２１日：閣議にて、鉱物資源の超過収益を原資とする鉱業主権基金「シニア

ン・シギ基金」創設の政令を採択した旨報告された。 

⚫ ２２日：当地にて、世界銀行とブルキナファソ政府による合同ポートフォリ

オ・レビュー会合が開催された。 
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⚫ ２３日：ウエドラオゴ首相はワガドゥグにおいて、総額４００億ＣＦＡフラ

ン超を投じた北部環状道路及びコソド立体交差点等を含む主要道路インフ

ラの落成式を実施し、都市交通改善及び治安関連施設へのアクセス強化を図

った。 

 

【社会・文化】 

⚫ ７日：文化遺産月間の一環として、大統領府職員向けに国立博物館で「文化

遺産と共生」をテーマとする講演会及びテロ対策における軍と国民の結束を

題材とした美術展が開催され、文化的価値観を通じた国民統合と愛国意識強

化が呼びかけられた。 

⚫ １５日：ウエドラオゴ広報・文化・芸術・観光大臣は、ワガドゥグ国際空港

でトーゴのイェリアン文化大臣を出迎え、同文化相は翌１６日に開催された

第１３回「マーリー・ドール賞」授賞式に出席した。 

⚫ １８日：ピクブグム／ジンゲ・ウワタラ・スポーツ・青少・職業大臣は、ガ

ウアにおいて青少年教育センター（ＣＥＰＤＪ）及び地域競技場を視察し、

地方スポーツ振興に向け全国の地域競技場改修を進める方針を示した。 

 

【治安】 

⚫ ２５日：国家憲兵隊のヤギブ大佐は、全国規模の治安作戦「WIBGA２」を視

察し、犯罪及びテロ対策強化に向け、部隊間連携、住民との信頼醸成及び民

間人との協力の重要性を強調した。 

⚫ ２６日：人民立法議会（ＡＬＰ）が「軍事予備役の法的地位を定める法律」

を全会一致で採択した。 

 

 

【日本との関係】 

⚫ １２日：長島大使は、国連薬物犯罪事務所（ＵＮＯＤＣ）が主催する「暴力

的過激主義防止と国家安全保障の諸側面の関連性に関する地域ワークショ

ップ」の開会式に参加した。 

 

(了) 


